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収
支
な
ど
改
善
、明
る
い
経
営
判
断

　

二
〇
一
六
年（
一
～
一
二
月
）の
農
業
全

体
の
景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、過

去
最
高
値
だ
っ
た
一
五
年
を
さ
ら
に
上

回
り（
一
六・八
→
二
〇・〇
）、一
九
九
六

年
の
調
査
開
始
以
来
の
最
高
値
を
更
新

し
ま
し
た（
図
１
）。

　

多
く
の
業
種
で
販
売
価
格
が
好
調
に

推
移
し
た
こ
と
に
加
え
、燃
油
価
格
が

低
い
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
や
配
合
飼

料
価
格
が
下
降
基
調
で
推
移
し
た
こ
と

に
よ
り
、販
売
単
価
Ｄ
Ｉ（
一
三
・一
→
二

六・一
）、生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ（
▲
四
四・七

→
▲
一
九
・
一
）が
大
き
く
改
善
し
ま
し

た（
図
２
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、収
支
Ｄ
Ｉ（
一
四
・

二
→
一
六
・
七
）お
よ
び
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

（
七
・
六
→
一
五
・
五
）が
改
善
し
て
、経

営
判
断
を
明
る
い
も
の
に
し
た
と
言
え

そ
う
で
す
。

　
資
金
繰
り
安
定
で
畜
産
好
調

　

業
種
別
で
は
、二
〇
一
五
年
に
続
き
販

売
単
価
が
好
調
な
こ
と
か
ら
、酪
農（
北

海
道
：
五
五
・
九
→
五
七
・
六
、都
府
県
：

二
九
・
三
→
五
二
・
二
）、肉
用
牛（
四
八
・

五
→
五
〇
・
三
）が
高
い
水
準
を
維
持
し

て
い
ま
す（
図
１
）。ま
た
、養
豚（
四
八
・

八
→
二
六・二
）、採
卵
鶏（
七
一・〇
→
四

〇
・
八
）、ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
五
一
・
九
→
二

七
・
四
）は
販
売
単
価
の
下
落
に
よ
り
収

支
が
悪
化
し
て
い
る
も
の
の
、資
金
繰
り

は
安
定
し
て
お
り
、Ｄ
Ｉ
値
は
高
い
水
準

を
維
持
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、販
売
単
価
の
上
昇
や
燃
料

農業景況ＤＩ
過去最高値を更新
設備投資の意欲も
高まり最高に

スーパーＬ資金などをご利用いただいている担い手農
業者の皆さまを対象に、2016年下半期農業景況調
査を行いました。結果概要をご紹介します。
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●

価
格
な
ど
が
低
い
水
準
で
推
移
し
た
こ

と
に
よ
り
、施
設
野
菜（
二
〇
・
三
→
二

六
・
三
）や
茶（
▲
五
三
・
一
→
一
一
・
一
）、

果
樹（
一
一・五
→
二
五・六
）、施
設
花
き

（
▲
五
・
九
→
一
一
・
八
）の
収
支
や
資
金

繰
り
が
改
善
し
、Ｄ
Ｉ
値
が
上
昇
し
ま
し

た
。と
り
わ
け
茶
は
品
質
が
良
か
っ
た
こ

と
に
加
え
、差
別
化
商
品
や
ド
リ
ン
ク
需

要
へ
の
対
応
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
な
ど

を
背
景
に
、通
年
調
査
と
し
て
は
、〇
四

年
以
来
の
プ
ラ
ス
値
と
な
り
ま
し
た
。露

地
野
菜（
一
四
・
三
→
一
四
・
七
）は
天
候

不
順
に
よ
り
一
部
産
地
の
生
産
量
が
減

少
し
た
も
の
の
、市
場
単
価
が
上
昇
し
、

全
体
と
し
て
Ｄ
Ｉ
値
は
横
ば
い
で
推
移

し
ま
し
た
。

―2016年下半期 農業景況調査―
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図１　農業景況DI天気図	
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［DIの値とお天気マークの関係］

※天気図の見方については、レポートの最後に記載
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稲
作
は
北
海
道（
二
〇
・
一
→
▲
四
・

九
）と
都
府
県（
▲
三・八
→
二
三・六
）で

明
暗
が
分
か
れ
ま
し
た
。全
国
的
に
豊

作
基
調
か
つ
販
売
単
価
が
上
昇
し
た
中
、

北
海
道
は
作
況
が
低
下
し
た
こ
と
に
加

え
、高
単
価
品
種
の
価
格
が
思
う
よ
う

に
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

り
ま
す
。な
お
、畑
作（
三
五
・
二
→
▲
一

七
・
六
）は
台
風
被
害
な
ど
で
収
支
や
資

金
繰
り
が
悪
化
し
、Ｄ
Ｉ
値
が
大
幅
に

低
下
し
ま
し
た
。き
の
こ（
一
五・二
→
一・

一
）は
供
給
過
剰
で
販
売
単
価
が
下
落
し

Ｄ
Ｉ
が
悪
化
し
ま
し
た
。

　
見
通
し
は
畜
産
全
業
種
で
慎
重
に

　

二
〇
一
七
年
の
農
業
全
体
の
景
況
Ｄ

Ｉ
の
見
通
し
は
、一
六
年（
二
〇
・
〇
）よ

り
も
一
一
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
八
・
七

と
な
り
ま
し
た
。素
牛
価
格
な
ど
の
高

値
推
移
が
見
込
ま
れ
る
中
、販
売
単
価

の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、慎
重

な
判
断
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。業
種

別
で
は
一
六
年
と
比
べ
、特
に
酪
農（
北

海
道
：
五
七
・
六
→
三
一
・
五
、都
府
県
：

五
二
・
二
→
一
六
・
八
）、肉
用
牛（
五
〇
・

三
→
一・九
）、養
豚（
二
六・二
→
六・二
）、

採
卵
鶏（
四
〇
・
八
→
▲
二
九
・
六
）、ブ

ロ
イ
ラ
ー
（
二
七
・
四
→
一
六
・
二
）と
畜

産
分
野
の
業
種
全
て
で
大
幅
に
悪
化
す

る
見
通
し
で
す
。ま
た
、稲
作（
北
海
道
：

▲
四
・
九
→
▲
一
一・
八
、都
府
県
：
二
三
・

六
→
四・九
）や
茶（
一
一・一
→
▲
三・一
）

図２　収支ＤＩ、資金繰りＤＩ、販売単価ＤＩ、生産コストＤＩの推移
収支DI 資金繰りDI 販売単価DI 生産コストDI
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きのこ
酪農

(北海道)
酪農

(都府県)

肉用牛

養豚

採卵鶏

ブロイラー
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▲1.0
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▲10.7
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2.3

16.0
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1.4
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10.1
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▲2.5
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▲3.3
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19.8

4.3

14.7

7.3

1.0

45.7

42.1

34.6
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44.8

29.1

13.1

10.1

7.0

▲15.4

▲10.0

▲0.6

▲59.4

10.9

▲15.4

▲6.4

85.9

61.7

85.8

26.9

74.0

28.8

26.1

19.9

33.4

▲3.5

16.5

26.0

▲1.3

34.9

7.3

▲18.2

79.3

50.7

76.4

▲15.1

▲12.0

▲9.7

▲44.7

▲44.1

▲36.5

▲63.7

▲56.8

▲ 41.0

▲30.1

▲48.4

▲33.5

▲43.0

▲46.4

▲46.6

▲63.1

▲17.7

▲32.0

▲44.2

▲19.1

▲24.2

▲11.5

▲32.6

▲28.9

▲26.5

▲11.1

▲31.3

▲21.9

▲22.4

▲4.9

▲0.7

▲37.3

16.9

11.2

▲4.8

も
悪
化
す
る
見
通
し
で
す
。

　
一
方
、施
設
野
菜（
二
六
・
三
→
二
四
・

〇
）や
果
樹（
二
五・六
→
二
四・一
）は
横

ば
い
、畑
作（
▲
一
七・六
→
四・六
）や
露

地
野
菜（
一
四・七
→
一
八・九
）、施
設
花

き（
一
一・
八
→
二
〇
・
九
）、き
の
こ（
一・

一
→
一
八
・
一
）は
改
善
の
見
通
し
で
す
。

　
経
営
拡
大
や
省
力
化
投
資
の
機
運

　

二
〇
一
七
年
の
設
備
投
資
見
込
み
Ｄ

Ｉ
は
三
・
六
と
調
査
開
始
以
来
、最
高
値

と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
農
業
機
械
」が
五
八
・

八
％
と
最
多
で
、続
い
て「
生
産
施
設
」三

七・六
％
、「
農
地
の
取
得
」二
七・〇
％
な

ど
生
産
関
連
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す（
図
３
）。

　

中
で
も
、稲
作
や
露
地
野
菜
な
ど
は

定
期
的
な
機
械
の
更
新
が
必
要
な
た
め

農
業
機
械
の
割
合
が
高
く
、畜
産
で
は

畜
舎
の
建
設
・
整
備
な
ど
生
産
施
設
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。果
樹
は
加

工
施
設
の
割
合
が
三
五
・
六
％
と
高
く
、

六
次
産
業
化
の
動
き
を
反
映
し
た
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

生
産
関
連
以
外
の
項
目
で
は「
雇
用

対
策
」が
八・四
％
と
高
く
、労
働
力
問
題

へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。労

働
者
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、宿
泊
施

設
を
併
設
し
た
農
業
用
倉
庫
の
建
設
な

ど
具
体
的
な
投
資
に
関
す
る
声
も
寄
せ
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︻
調
査
概
要
︼

⃝

調
査
時
点
・
方
法

　

二
〇
一
七
年
一
月
・
郵
送
調
査

⃝
調
査
対
象

　

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金

　

融
資
先（
計
二
万
二
一
〇
二
先
）

⃝

有
効
回
答
数

　

七
三
七
九
先（
回
収
率
三
三
・
四
％
）

︻
天
気
図
の
見
方
に
つ
い
て
︼

⃝

天
気
図
は
Ｄ
Ｉ（D

iffusion Index
）と
呼

ば
れ
る
指
標
に
よ
り
作
成
。

⃝

ア
ン
ケ
ー
ト
の
各
項
目
へ
の
回
答
は
、「
①
良

く
な
っ
た 

②
変
わ
ら
な
い 

③
悪
く
な
っ

た
」か
ら
一
つ
選
ぶ
形
式
と
な
っ
て
お
り
、Ｄ

Ｉ
は
、前
年
と
比
較
し
て「
良
く
な
っ
た
」の

構
成
比
か
ら「
悪
く
な
っ
た
」の
構
成
比
を

差
し
引
い
た
も
の
。

⃝

Ｄ
Ｉ
値
に
二
・
五
以
上
の
差
異
が
あ
る
場
合

は
、上
向
き
ま
た
は
下
向
き
矢
印
。二・
四
以

内
の
場
合
は
平
行
矢
印
。

ら
れ
ま
し
た
。

　

景
況
が
改
善
す
る
中
、設
備
投
資
に

よ
る
経
営
の
拡
大
や
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
と
い
っ
た
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、目
的
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

（
図
４
）。「
省
力
化・生
産
効
率
化
」五
〇・

六
％
、「
規
模（
生
産
）拡
大
」四
五
・
四
％
、

「
設
備
更
新
」四
三・九
％
の
三
つ
に
回
答

が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、茶
や
果
樹
は「
新
技
術
導
入
」

（
茶
：一
九
・
七
％
、果
樹
：二
一・
三
％
）お

よ
び「
新
た
な
商
品
の
展
開
」（
茶：一
二・

七
％
、果
樹
：
一
七
・
七
％
）の
回
答
も
多

く
、果
樹
で
あ
れ
ば
高
糖
度
品
種
、茶
で

は
う
ま
味
や
甘
み
の
強
い
製
品
と
い
う

よ
う
に
、商
品
の
差
別
化
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

設
備
投
資
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

「
現
状
規
模
の
維
持
」が
七
九・〇
％
と
大

半
を
占
め
る
一
方
で「
後
継
者
が
い
な

い
」が
一
七・三
％
と
い
っ
た
切
実
な
理
由

も
あ
り
、後
継
者
対
策
に
課
題
が
あ
る
と

言
え
そ
う
で
す（
図
５
）。特
に
、酪
農
に

つ
い
て
は「
後
継
者
が
い
な
い
」二
一・

六
％
、「
必
要
な
機
能
を
外
部
に
委
託
」一

三
・
五
％
と
の
回
答
が
多
く
、後
継
者
不

足
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
、労
働
力
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、地
域
別
で
は
北
海
道
で「
後
継

者
が
い
な
い
」二
三
・
八
％
、「
経
営
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く
」一
七
・
九
％
、「
外
部
に
委
託
」一
〇
・

六
％
が
他
地
域
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、

労
働
力
や
経
営
内
容
を
理
由
と
し
て
い

る
点
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
本
調

査
結
果
に
関
す
る
公
表
資
料
は
、当
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（http://w
w

w
.jfc.go.jp/n/findings/ 

investigate.htm
l#sec02

）　　
　

 

（
情
報
企
画
部　

淺
野 

真
宏
）

図3　設備投資の検討内容

（複数回答可） （％）

（注）各項目の具体例
農業機械：トラクター、管理機など
加工施設：野菜カット場、加工工場など
環境対策：ふん尿処理など

選別・貯蔵施設：選別所、調製施設など
雇用対策：事務所、研修施設など

生産施設：農舎、温室、畜舎など
販売施設：直売所など
再生エネルギー利用：太陽光、バイオマスなど
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図４　設備投資の目的

図５　設備投資しない理由
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